
園
害
調
介

『
佐
渡
に
生
き
る

｜
民
主
教
育
を
め
ざ
し
て
｜
』

菊
地
一
郎

A
5
判、

3
6
4
頁、

2
0
1
0
年

士
同

田

菊
地
さ
ん
は
、

1
9
5
9
年
か
ら
鮒
年

ま
で
新
潟
県
立
高
校
教
員
で
し
た
。
幻
年

の
う
ち
佐
渡
に
初
年
勤
め
、
前
半
の
叩
年
、

定
年
ま
で
後
半
日
年
の
計
幻
年
間
を
、
著

者
の
母
校
で
あ
る
羽
茂
高
校
で
「
政
治
・

経
済
」
を
教
え
た
。

羽
茂
高
校
の
「
教
育
憲
章
」
は
1
9
6

8
年
、
安
富
良
英
校
長
の
発
案
で
著
者
が

中
心
に
な
っ
て
起
草
し
、
教
職
員
の
合
議

で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
次
の
三
項
か
ら
な

り
ま
す
。

真
理
と
平
和
を
希
求
し
、
進
取
の
気
性

に
と
ん
だ
青
年
を
育
成
す
る
。
勤
労
と
責

任
を
重
ん
じ
、
心
身
と
も
に
健
康
な
青
年

を
育
成
す
る
。
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

民
主
社
会
建
設
に
貢
献
す
る
青
年
を
育
成

武

雄す
る
。校

旗
、
校
章
、
校
歌
な
ど
が
作
ら
れ
た

経
緯
と
共
に
戦
前
の
先
覚
者
、
本
間
瀬
平

村
長
が
羽
茂
高
校
の
前
身
を
村
の
浄
財
を

あ
て
て
作
り
中
等
教
育
を
村
に
も
た
ら
す

努
力
は
教
訓
的
で
す
。

羽
茂
の
人
々
が
故
郷
を
み
る
上
で
必
読

の
書
と
言
え
ま
す
。
菊
地
さ
ん
は
今
年
度

卒
業
生
と
在
校
生
に
も
こ
の
書
を
贈
呈
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

本
書
は
次
の
岡
部
構
成
で
す
。

I

羽

茂
高
校
の
こ
と
ど
も
、

H

高
校
教
育
の

現
場
、

E

後
退
す
る
民
主
教
育
、

W

戦
争
と
わ
が
生
い
立
ち
の
記

E
は
、
著
者
が
創
立
会
員
で
も
あ
っ
た
、

教
育
法
学
会
（
1
9
7
0
年
創
立
）
や
全
国

高
等
学
校
教
育
法
研
究
会
（
1
9
8
1
年

創
立
）
に
関
わ
っ
て
書
い
た
論
考
が
主
で

す
。
進
級
・
原
級
留
置
き
な
ど
今
日
的
問

題
の
基
本
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
い
わ
ば

「
教
育
法
」
入
門
論
文
。

E
は
、
教
育
基
本
法
「
改
悪
」
に
抗
し

た
論
考
で
、
『
に
い
が
た
の
教
育
情
報
』
掲

載
の
も
の
が
多
い
で
す
。

wは
、
羽
茂
高
校
先
端
の
本
間
恨
さ
ん

（
前
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長
）
が
本
書
の

帯
で
「
愛
に
満
ち
た
家
族
史
や
自
分
史
は

読
者
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
父
か
ら
の
手
紙
」
は
、
佐
渡
の

農
・
漁
民
だ
っ
た
父
が
制
年
に
、
ね
歳
で

召
集
さ
れ
、
敗
戦
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
死

ぬ
ま
で
が
、
軍
の
検
閲
を
逃
れ
た
便
り
や

戦
友
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
っ
て
、
日

頁
に
わ
た
り
丹
念
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
衆
史
の
貴
重
な
証
言
で
す
。

頒
価
、
送
料
込
み
で

2
0
0
0
円、

佐
渡
市
羽
茂
大
橋
1
6
6
5
1
1

菊
地
一
郎
ま
た
は
研
究
所
に
申
し
込
み

を。

（
よ
し
だ

た
け
お
・
所
員
〉
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